
■左ボタン・右ボタン
左ボタンは通常クリック、ダブル
クリックに使われます。また右ボ
タンはWindowsでのアプリ
ケーションごとに設定されてい
るマウスの動きやポップアップ
メニューの表示をすることがで
きます。左利きの方などは「マウ
スのプロパティ」の中「ボタンの
選択(B)」で、お好みに合わせて
変更可能です。
■ホイール(スクロール)
インターネットやWindows上のドキュメント画面をスクロールさせる際、このホイー
ルを前後に回転させて使います。
■ホイールボタン(スクロールボタン)
インターネットやWindows上のドキュメント画面でスクロールモードを使用する際、
このボタンをクリックしマウスを前後に少し動かすと自動的に画面がスクロールします。
このスクロールを止めるには、ホイールボタンをもう一度押してください。
■ズーム
ズームはMicrosoft IntelliMouseの通常機能ですので、MS Officeなどのアプリ
ケーションに対応しています。「ズーム」とはウィンドウ内の倍率を変えることです。
「Ctrl」キーを押しながらホイールを回転させると、ズームが簡単に行えます。
●「Ctrl」キーを押しながらホイールをモニター方向に回転させると、倍率が上がります。
●「Ctrl」キーを押しながらホイールを手前方向に回転させると、倍率が下がります。

1.保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。
　万一保証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理いたしますので、保
証書を製品に添えてお買い上げの販売店までお持ちください。

2.次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　（１）保証書をご提示いただけない場合。 
　（２）所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。 
　（３）故障の原因が取扱い上の不注意による場合。 
　（４）故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。  
　（５）天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷。 
3.お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお
受けいたしかねます。

4.本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を
負わないものとします。 

5.本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての保証はいたし
かねます。 

6.本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる
設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組み込みや使
用は意図されておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害など
が生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。 

7.修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。 
8.保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。 
9.保証書は日本国内においてのみ有効です。

※必要事項をご記入の上、大切に保管してください。

抗菌エコブルーLED有線マウス取扱説明書
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●取扱説明書（本書）
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  ください。

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

※万一、足りないものがございましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、弊社WEBサイト(http://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。
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■サポート情報
■ドライバのダウンロード

■よくある質問（Q&A）
■各種対応表

最新の情報はWEBサイトで！!  http://www.sanwa.co.jp/

各情報ページを直接ご覧いただくことも
できます。

など、最新情報を随時更新しています。

▼サポートページへ▼トップページから

ご質問、ご不明な点などが
ありましたら、ぜひ一度

弊社WEBサイトをご覧ください。
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このたびは、抗菌エコブルーLED有線マウスをお買い上げいただき、誠にありがとうご
ざいます。本製品は抗菌タイプで、不特定多数の方がご利用になる学校や病院、工場な
どでも安心してお使いいただけます。また、マウス本体に再生樹脂を使用し、燃やして
も有毒ガスを発生しない非塩ビケーブルを採用した地球に優しいマウスです。
本製品は、高性能ブルーLEDセンサーエンジンを搭載した次世代のマウスです。
赤色の光学センサーでは識別しにくかっ
た光沢感のある素材の表面を読み取る
ことが可能で、様々なシーンで威力を発
揮します。本製品は、Windows標準ドラ
イバでスクロール機能がそのまま使え
るから、面倒なソフトのインストールが
必要ありません。

※ご使用前にこの取扱説明書をよくお読
みください。また、お手元に置き、いつで
も確認できる様にしておいてください。

マウスやトラックボール、キーボードを長時間操作すると、手や腕や首、肩などに負担
が掛かり痛みや痺れを感じることがあります。そのまま操作を繰り返していると、場合
によっては深刻な障害を引き起こす恐れがあります。
マウスやキーボードを操作中に身体に痛みや痺れを感じたら、直ちに操作を中止し、
場合によっては医師に相談してください。
また日常のコンピュータ操作では定期的に休憩を取り、手や腕や首、肩など身体に負
担が掛からないように心がけてください。

1.はじめに

目次

2.健康に関する注意

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI)の基準に基づくクラスB 
情報技術装置です。
本製品をラジオやテレビ受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすこと
があります。取扱説明書に従って正しい取扱いをしてください。

3. 警告

■対応機種
●Windows搭載（DOS/V）パソコン、NEC PC98-NXシリーズ
●Apple Macシリーズ　　 
　※USBポート(Aタイプコネクタ）を持つ機種。
■対応OS    
Windows 7・Vista・XP・2000・Me・98SE・98及びMac OS X（10.2以降)   
※Mac OS X（10.3以降)は、標準インストールされているSafari、Mail、テキストエ
ディット及びFinderなど、OS標準ドライバでスクロール可能なアプリケーションでの
みスクロール可能です。またホイールボタン押下げによる動作はサポートしません。

※機種により対応できないものもあります。
※この文章中に表記されるその他すべての製品名などはそれぞれのメーカーの登録
商標、商標です。

これはUSBインターフェースの正
常な動作状況です。
USBデバイスアイコンに「！」マー
クが表示されていたり、または「ユ
ニバーサルシリアルバスコント
ローラ」のデバイスがなにも見つか
らない場合、マザーボードのBIOS
をアップグレードしたり、BIOS設定
を確認してください。
一部の機種ではデフォルトの状態
ではUSBポートの使用が不可に設
定されています。

■本製品をUSBポートに接続する際の注意
本製品はWindowsなどにおいて自動認識され使用可能となります。もし、本製品が正
常に動作しない場合、USBインターフェースが正常に動作しているかどうかをチェック
してください。

また、「ユニバーサルシリアルバスコントローラ」のベンダー名、デバイス名はマザー
ボードによって異なることがあります。インテル社以外の記述の際もありますので、本
体(マザーボード)メーカーにサポートしてもらってください。

「スタート」→「設定(S)」→「コントロールパネル(C)」→「システム」の順に選択し、「デ
バイスマネージャ」タブをクリックしてください。「ユニバーサルシリアルバスコント
ローラ」をチェックしてください。下の画面が表示されます。

●BIOS上のUSBをenableイネーブル(有効)にしてください。
　通常BIOSの設定はコンピュータ起動時にF1かF2を押すものが多いですが、詳細
な設定については、コンピュータ本体の取扱説明書をご覧ください。

■BIOS上でUSBがdisable(ディセーブル=無効)になっている場合

4.対応機種・対応OS

5.接続する前に必ずお読みください

本製品にはホイールコントロール機能（ホイールそのものが回転し、スクロールなど
の操作が行えます）が付いており、マウスから直接スクロールすることができますの
で、Windows上でよりマウス操作が楽に行えるようになります。
Microsoft IntelliMouse互換機能も持っていますので、MS Officeのように
IntelliMouse機能を持っている場合であれば、幅広いナビゲーション（スクロール、
オートスクロール、ズームなど）が行えます。

下方向

上方向

右ボタン

左ボタン

ホイールボタン
(スクロールボタン)

タスクバーに「デバイスドライバソフトウェアをインストールしています。」「USB
ヒューマンインターフェイスデバイス」と表示されて、自動的にインストールが完了し
ます。

タスクバーに「新しいハードウェアが見つかりま
した。」「使用できる準備ができました。」と表示
されて、自動的にインストールが完了します。

①コンピュータの電源を入れ、Windowsを完全に起動させます。
②本製品をコンピュータのUSBポートに接続します。
③自動的にハードウェアの検知が始まり、デバイスドライバを更新するための
　ウィザードが起動します。インストール作業中は、マウスを動かさないでください。

●検索方法を選択してください。
○使用中のデバイスに最適なドライ
バを検索する（推奨）------- 次へ〉

※重要：マウスを接続する前に他のアプリケーション(ウィルス検知ソフトの常駐ファイル
など)を終了させておくことをお薦めします。
　本製品はUSBインターフェースに対応したマウスですので、接続は次のように行
います。接続の際、コネクタには上下がありますので注意してください。

USBポート
(USBコネクタ(Aタイプ))

　■ Windowsに接続する場合

　■ Macに接続する場合（Mac OS X）
Mac OS X（10.3以降）は、標準でインストールされているSafari、Mail、Text Edit
およびFinderなど、OS標準ドライバで、スクロール可能なアプリケーションでのみス
クロール可能です。また、ホイールボタン押し下げによる動作はサポートしません。
①コンピュータの電源を入れ、Mac OS Xを完全に起動させます。
②本製品をコンピュータのUSBポートに接続します。
③ハードウェアの検知が始まり、自動的にインストールが完了します。

6.マウスの接続

7.本製品の使用方法

8.保証規定

MA-BL5KEC型番

保証書

シリアルナンバー

お名前

ご住所

販売店名・住所・TEL

保証期間 1年 お買い上げ年月日　　　　年　　月　　日

〒

TEL

担当者名

お
客
様

販
売
店

＜Windows 7・Vistaの場合＞

＜Windows XP・2000・Meの場合＞

6.マウスの接続（続き）

●次のデバイス用のドライバファイ
ルを検索します。
　USBヒューマンインターフェー
スデバイス------- 次へ〉

●USBヒューマンインターフェー
スデバイス ------- 完了

●新しいドライバはハードドライブ
のデータベースと、次の選択した
場所から検索されます。
　チェックボックスにチェックマーク
（□）を入れずに ------- 次へ〉

※もし、上記の検索場所でドライバが見つからない場合は、CD-ROMドライブに
Windows Me等のCD-ROMを挿入し、
　□ CD-ROMドライブ（C）にチェックを付けてください。

※もし検索場所を聞いてきたら
　□ 検索場所の設定（L)
C:¥WINDOWS¥INF　▼　※　もしくはC:¥WINDOWS¥OPTIONS¥CABS

新しいハードウェアの追加ウィザードが表示されます。
●新しいドライバを検索しています。
　USBヒューマンインターフェー
スデバイス　------- 次へ〉

＜Windows 98SE・98の場合＞

ホイールボタン
(スクロールボタン)
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